
富山縣及石川縣の地質學的研究（其の3）

　　　　　　賓連山・二上山地域

　　　　池　邊　展生，舳一市　原　　　實，榊石　尾　　　元，

　　　　　　　　　　　小泉五郎，澤井　清

Geological　studies　in　Toyama　and　I目hikawa　Preioo肋r08（Part3）一H6d舶伽日an

　　　　　　　　　　　　　　and　Futakan1iプama　A正e吼．

　1・まえがき
　地寧第1甥に池違］）わ富山縣理石川縣の第三紀屠につ

いて犬をとめの報告をのせ，さらに第2盟にわ市原，石

尾，森下，中川，津田2）によって金潭・石動・幅先触域

の第三紀層についての記載を製表した。そのつづきとし

て私たちわ1鮒年夏及1948年夏に調査を打つだ費連山

・二．ト山地域（伏木・高岡・石動・津鰯費撞地域）の

第三紀層についてその分属及記載をや生くわしく報告す

る。“野外調査わ弐のように分握してこれを行い1池邊

わ全地域の調査の指導及綜合にあたった。

　　　二上山・神代・………・…・…市原貴（1947）

　　　佛生寺・五位山・津川一…小泉五郎（1947）

　　　；高望O．クリカラ・費違…山・・“・・ス冒尾　ラ己｛1948）

　　　津幡・英1司・費達・・・・・・………澤井　清（1948）

化石の同定わ軟膜動物わ市原・腕足類わ小泉・徴化石わ

澤井及中世古寺弐郎が主として行い・植物化石について

わ三木茂教授に御願いした。火成岩の野外及室内研究に

わ松本陸氏があたった。

　今回取扱った馳域わ費連山から高岡萌の北の二上山に

わたる地域で，池邊の賓撞複背斜地紺で，南わ前報と石

動津幡聞の北陸線沿鰻で多少オー・｛一ラップしている。

地域の南部の約％わ以前に小野山武文の論文があ孔3）

地層名について私どもわ出來るだけ小野山の命名したも

のを再定義して使用することにした。

1）池邊展生（1949），富山脇酉部及石川鰯東部の第三

　淘居，地筆，第1銚

2）市原貸，石尾元，森下品，中川裏三，津田禾粒，

　（1950），富山廓及石川縣の地質草的研究（英の2）一

　金津・石動・頑光地域，地事，第2銚

“一5高分の1地形目，富山，石動，津幡（邑知潟，城

　端，金澤）参照。

榊一｢阪市立大尊理工事部地鼻鼓室業績第　　銃

3）小野山武丈（1935）・高岡市及石川藤津幡町附近の

　第三淘厨・地球24巻・5～6錫

　この研究の野外調査わ1947年及1948年のPEAC（石

油開藪促進委員含）のプランによるもので・その機禽を

與えられた同委員禽反帝國石油橡式曾肚に感謝する。叉

現地に於て種々の便宜を與えられた金澤犬寧の舶野室突

氏，冨山鳥致育委員禽の犬割重治氏，及び地域丙の各町

村當局及各寧校，澤川の田畑最氏に感謝す孔糧山教授

にわいろいろ御指導にあづかり1三木教授にわ植物化石

の研究をして頂き・森島亜夫・松本降・中世古寺弐郎の

諸氏とわ研究の途上で討薔を行い叉專門の面でそれぞ

れ手僅って頂いた。記して謝意を表する。

　2・　岩相による則■の口分

　この地域の地質わ費連山附近に片腕岩及花樹岩よりな

る基盤岩類があるほかわ全部破覆盾である新第三紀層で

できてい乱新第…紀暦わ南に隣る金澤・石勒鞄域から

つづき・さらに北の氷見触域に連なるものであって・そ

の層序を概括すると弐のとおりになる。

沖積層及砂丘

段丘居
卯辰山累層
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加越累層群
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　これらの地層（層群・累層）についてわ（太見山居誹

の外わ）池擾がその大要をのぺてあるが・亥に本地域で

これらの細分（部后）について聾載的にのべる。各部度

の闘係及分布地域わ岩相による地層困公表を見ていただ

きたい。
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宝遠山・．上山地域地質圖
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　　　　　　　　　　富山縣及ぴ石川縣の地質學的研究
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　2・1。奏　　盤

　基盤わ片備岩及花錨岩からなり，費連山附近に露出し

ている。その大部分わ片協岩であって，竃達の菓でわそ

の中に結晶質石茨岩がある。費畠山の北側でわ片駈岩中

に螢石を産出する。花樹岩わまれで賢連山西麓の箕打附

近に見られるにすぎない。これ箏の盤岩類わ飛揮片翫岩

とよぱれるものの一部であろう。

　2■2：未見I』’着き事

　太畠山層群わ富山縣壇南部から石州鰯菊部にかけて前

にのべた八尾層群岩稽累層の下に不整合にある凝茨岩・

石英粗面岩，安山岩窺よりなる地雷であって，前報告’）

の中で月長石流紋岩と岩稻盾群とよんだものの一部が入

る。模式地わ太貝、山村月利以南の小矢測1幟であるが・こ

れについてわ別の論文でくわしく取扱うことにしたい。5）

　221一日，81火疎岩Ii

　（模式地及暦厚）北荘村野臥　O～180m．

　野田火緯岩層わ賓達片師岩及花樹岩を不整合におお

い・京部及南部でわ澤川亙盾下部に，西部でわ氣屋互層

に不整合におおわれている。本衝わ基底礫岩にはじま

り，細農（gmnule），小躍（pebble）を含む粗粒凝荻質

砂岩，泥瑞がつづき，．ヒ部にわ石英安山及酸性火山岩

4）池邊展生，1949前哨

5）池遇展生，松本降・富山縣南西部における擦色擬

　友砦類の二大屋分について（準備中）

■｝　9

1⊥膿の熔岩がよく観察される。一この石英安閑岩わ

週。w・日t正uotu鵬が頚達し・石英賑の入ったpi棚h一

日tOneをともなっている。’これらの石英安山岩わ駿

控凝荻岩に移化することが確められた。前に賓達統

をつらぬく鰯石安山岩及集塊岩と6）一されたものわ．

これらの野田層中の火山岩類である。書提寺の織＝色

凝灰岩も本属申の石英粗面岩質疑荻角礫岩であるσ

本暦わ前に八尾暦群中の蟹王山累層の一部と7）して

取扱ったが・池漫わ霞ヨ三山，小矢部川庄州方面の

調査め結果から，これわ蟹王山系暦でわなくもっと

古いものであると考えるに至った。しかしこれが泳

．たして太見山衝群であるかどうかについてわまだ確

實でわなく，一魔太見山層群中に含めておぐもので

ある。

　2．＆　余〃1間群（余川亜暦群）8）

　2．3．1。＾代長畳

　2・．3・1…・選川五日
　　　　　　　　　　　　ソーヨー
　（模式馳及履厚）五位山村澤川，250～450m．

　本衝わ上下の2部分にわけられ。それぞれを別の

部暦として販扱った方がいいとも思われるが・鞠質

圃で一括してあるから一燈厚別しないでおく。9）下部わ

花樹岩質砂岩，荻白色陶＝I三質粘土岩，黒色泥岩を金とし，

10m内外の基底礫岩（花樹岩1片肺岩・石英粗面岩・石

英安山岩，隷色凝友岩の礫）を有する。上部わ黒色頁岩

と凝茨質砂の互暦で；その中に藪枚の織色凝茨岩をはさ

んでいる。織色凝灰岩のうち最上部にあるも一のわ厚さ幼

In内タドで芳葦も三里経～注｝ことむ。Oヒ書邊及西南音垂て孝幸，u五二層≡わ

　　　　　　　ヰ目印ソ
砂がちとなり）・輿鱗附近でわ苧川鯛わ小さなサイク

ルを示す花嵐岩礫を含む花樹岩砂と，薄い黒色頁岩の居

（下部）・氣屋の北1費達附近，石峠，野田の北でわ・花

樹岩の小磯～中礫（cobble）を含む砂岩となっている。・

餐醤附近のものわ，鈴木好r細野義夫らによって辣富
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　司
砂岩と命名されたもので，一の島鐵層の北側でわ，謙子
・、ヲ　　　　　　…・ソオ

原互層三尾亙暦に移化している。本暦わ東部及繭部で

わ，野田層の．とに北部でわ費連山の花樹岩・片隣岩に不

整合にのっている。菩提寺においてわ，多くの花樹岩の

犬礫（boulder）が野田層に不整合に接しているのが見ら

6）　刈、星予山武3ヒ　（1935）前出．

7）池逮，（1949）前町の封地表。

8）　刈、呈予山（1935）のクリカラ読わ～正弟田一歩眞山（1930｝の

　余州統の中に含まれるから使用しない。

9）・津川互居わ小野1⊥1｛i935，前開）が責蓬統とよんだ

　もの二一部である。



地　　　學

れ乱緑色凝灰岩の襲達わ・南東部の宮島村方面でもっ

とも著しく，富島石とよ一はれて石材として切り出されて

いる。上部の黒色頁岩（又わ泥岩）部わ氷見地域の高戸

泥岩とまったく同じであり・一頁岩申に雲母片を含む。

　（化石）．ヒ部の泥岩中にわ肋g伽伽8多く・叉刀助α・

腕伽即・・うにを含むこ．とがあり・久利須の西南の最上

部織色凝荻岩より蝸O卿畑棚此O｛的，矢波の酉の同じ

織色凝茨岩層からρρ㈹碗物“伽幽哩伽を産したg

貝化石わ下部から　0肋向8ψ理αgαωαe冊ぬ，0舳肌ψ8

榊伽理挑，0〃d碗処伽ω伽。幽舵を上部からわ∠顯d鮒α

砧肋α，北饅嫡舳α舳eψ舳α古，肋螂吻0王〃伽㎜物O‘堕・

劫8，C％伽。m玩岳腕g皿肌。面r皿興礎，忍ぜ型9加棚。岳。goe理s壱8I目hio

（M二s．）を見出した。“

231・2・測ケ谷間書岩
　（模式馳及層厚）五位山村淵ケ谷，20～50m．

　友白色の非常に硬い泥質擬友岩で，友白色の凝來岩部

とやム鼻ずんだ泥質部とが薄く重なり合っていて，1～2

cm片仮にわれる。手撫川にそって，慶々材木を積み重

ねたような洞床の崖を形づくってよく露出していて・一極一

めて有効なkey　bodとなる。外観，岩質共に氷見触域

め小州帽友岩と同じであり，層序的位置，化石から見て

も同居準のものと考えて讐麦えない。本居も澤川互層の

織色獲友岩と同じように，東部及南部糊域によく凄撞し，

北部及西部でわ潤減する。東部でわ高岡市北西の榊代村

蒲田の試掘の結果，この馳域でも嚢鍾していることが確

認された。

　2．　3．　2．　首滋募Ii

　吉瀧累層わ氷見地域でわ翼化が少いが，．本地域でわす

こぶる黎化に富み・多くのメ1／パーに分けられる。

　2．　3，　2．　1．　4，5要砂’岩

　（模式地及盾厚）五位山村小野北方500mの崖，O～

　300m
　模式地でわ，中粒秒を主とし薄い泥岩をはさんでいる。

これを詳細に見ると，細粒の礫岩にはじまり，粗粒砂岩，

中粒砂駕をへてシルト岩，泥岩におわる，30～50omの

小さなサイクルの繰り返しであることが到る。南部地域

でわ，小野砂岩わ，下から砂岩にはじまり，小サイクル

をくり返す互層，泥岩とうつりかわっている。南部から

北部の佛生寺触域に行くにつれて1次第に凝炭質泥岩と

細糧砂岩が多くなって，織こ淵ケ谷層友岩のすぐ上の部

分わ，泥岩質の砂泥互層となっている〇一の島断層の北

の地域でわ，本居わ目名田泥岩，小久目互層に移化し，

　“有孔虫その他の徴化石につレ・てわ別稿で板リ扱い，

ζ」でわふれ狂い。

第　3　號

西部でわ，嘉例谷互層に移化している。子漁村稻薬1」』の

織色凝友岩わ・宮島石と同様に石材として（粗粒のもの
が）’ ﾘり出されているが，これわ明かに淵ケ谷暦族岩の

上にあつつていて，小野砂岩申に含ませるべきものであ

る。．

　（化石）酌に小野山が資達統の化石として報告した

Pεo吻此αgα棚物流わ，稻葉山凝茨岩中のものである

から，澤川互層のものでわない。佛生寺においてわ，本居

の最．ヒ部から乃m理化α紬㎜｛α娩岳，肋κO側加担励0吻㎜α，

ω棚肋Ψ，玉α伽娩8』p．が採集された。一般に安山

岩質組乃至中律の砂岩申からわ，一ふじつぼ跳！側娩8の

砕片，貝のカストがしばしば見出される。
　　　　　　　カ　レ’二
　2．3．2．2．口嶋谷亙■

　（模式地及居厚）南谷村嘉例谷，醐～30m

　嘉例谷互層わ本地域の南西部における吉瀧累層の下部

であって，暗茨色泥岩と軟かい獲茨質青友白色砂岩の互

層で，泥岩の上部にわ屋々小磯，細餓ξ含まれている。

甲嬰峰山の附近でわ1～O．5m短の互層である。一般に

砂岩と泥岩との割合わ，．農化して定まらないが・．ヒ部ほ

を泥岩が多く，一下部程砂岩が多くなる傾向をもち，．上部

わ千石泥岩に，下部わ（東でわ）小野砂岩に移りかわつ
　　　　　　　　　　　　　　　ア廿”
ている。本居わ主として南谷村，莫田村に分布し，英田

村穫附近でわ小野砂岩も，千石泥岩も嘉例谷互層に移化

する。本居の分布地域わ地ヒ地葡であって，」峠，荒間・

嘉例谷，八谷，池原では，現在も地辻が起っており，過

去の地ヒを示す触形わ，いたる所で見られる。

　（化石）泥岩中から刀α！α理秘，肋gα丁伽8，植物破片が

でるが，貝化石わ昆當らなかった。
　　　　　　七ン，サ
2．3．2．3．干眉泥岩

　（模式地及暦厚）南谷村千古，60～40m．

　小野山が千石層とよんだものの一部わ，この中に含ま

れるが・小野山の千石層わ千石泥岩のほか・淵ケ谷層友

岩，嘉例谷互夙そのほか種々のメ1／バーを含んでおり，

その内容わ全然異ってい孔暗旗色乃至黒色泥岩よりな

り，風化面でわ往々黄色の糧をふき，氷見北部地域の萎

泥岩とよく似てい糺天田・坪野・千石附近にのみ襲潜

し，西部でわ嘉例谷互層に移化しセいる。嘉例谷互層中

の泥岩の特に壌達した部分とも見られる。

　（化石）8αg鮒伽8わ一般に多い。貝化石わ保存が悪

く，醐肋肋rαo｛切0r棚8が固定されたにすぎない。

　2324　，目脚色繊岩
　（模式地及層厚）南谷村岩屋瀧の西1km．10～30m．

　模式地でわ，本凝友岩わ織色凝友岩，黄友色擬友岩，

黄褐色安山岩質砂岩の互層からできている。きわめて硬
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富山縣及び石川縣の地質學的研究

く・山々のridgeを形成し，地形的にもたやすく追跡で

き，本触域西部における重要なkey　b軸であり，天田

峠・一河内・九折・千石・犬臨小熊・種の蘭方と廣範園

にわたって露出している。大熊・小熊でわやや薄い石英

喪山岩質疑友岩に興っている。天田峠にわ本層中に貝化

石を含む暗褐色の石炭繕粗粒砂岩がある。・

　（化石）ハ6吻伽σα㎜物流わ本居申各所で含まれて

いる。その他重要な化石としてわ，ル幽腕m目p・a比

舵幽‘枷，什O榊滅88揃ψω伽α壱，”・O肋㏄e・舳碗㎜

舳・腕㎜，刀0腕ω辮桃砂O切α刎α占，〃084伽正畑流，

”吻㎝鮒dα日p．があり，前報でのべたように，小野山が

天商峠から報じたルg④妙励“⑰腕卿妙，0砒㈹加rOd0型

Wgα！O伽理，”榊伽”α日p’わ本暦中のものである。

　2・　3・　2・　5・　吉倉…尼岩

　（模式触及盾厚〕笠谷村音倉，190～100皿一

　本暦わ層理の不明瞭症暗次色塊状泥岩からでき一でいて，

岩屋髄凝友岩の上にのっている。ところどころにノデュ

ールを有する安山岩質砂岩がはさまっている。泥岩わ一

般に千石泥岩にくらべて軟く，高窪泥岩に近い。粗粒
　　　　￥　キ
軽石質の真臓岩（厚5皿±）によって．ヒ下の両部に

わけられる。上部わ厚さ60皿以下，下部わ50～140m

である。．ヒ部にわクリカラ潔の北の崖及光現寺横の崖の

泥岩中に白色凝友岩（0．3～1m）があるが，適鎮しない。

下部にも笠池凝友岩（1m土）がある。西部の矢田端域

でわ，義屋凝族岩が尖滅するので，上下にわけることが

でぎない。更に矢田でわ，下中砂岩が泥岩質に加って，

吉倉泥岩に移化し・南部でわ吉倉泥岩上部が下中砂岩に

移化している。

　（化石）泥岩にわ8αg〃伽岳が多へ一“貝化石としてわ

〃㎜o脾伽舳α｛唄幽，刀励d螂αo棚物eαωのような泥

岩中に普通の種がでるにすぎない。
　　　　　　　‘シ｛十t
　2・3・2・6・下中砂岩

　（模式地及層厚）クリカラ村下中，90～150m．

　本居わ小野山の下中層10）を限定（主として．ヒ部）した

ものである。擬皮質で。趣石粒を多くふくむ安1⊥増質細

粒乃至粗中粒砂岩からなり・匿七一ノデー一ル・泥團塊，

糧織石及炭質物をともなっている。本層わ北にゆくにう

れて泥質となり・吉倉泥岩に移化してい孔クリカラ村

原附近でわ・きわめて凝皮質で，藪枚の軽石質粗粒白色

擬友岩をはさんでいる。

　（化石）竹ノ橋の瀞肚裏，竹！橋の東800mの道路交

叉馳附近，笠谷トyネル，安楽寺の西1km，御坊1」」の

　ユO）小野山式文（1933），金津市並に富山縣石動町附近

の第三1繕暦，地球，19巻

酉などから　此。o㎜仏。ρ淋α，　Pゐ皿”流　壱砺，刑。e幽ぜ8

蛎。伽αθ肋物eα肋がでる。本暦中のノデニールにわ

屡々化石が保存されている。

　以上にのべた千石泥岩が、ら下中砂岩までわ前報中でも

石動一クリカラ断面で取り扱ってあ・るように前地域内に

のびている』しかし下中砂岩以外わその模式範わ今回の

地域内にある。

　2・3．2－7．真山砂岩

　（模式地及履厚）五位山村興山トンネル，150～200m．

　模式地でわ，中粒砂岩を主とし，］5～30omの泥岩を

はさむ地層で，小野砂岩にみられるのと局蟻の〇一5～2㎜

の小サイクルをくり返している。北に行くにつれて泥が

ちとなって，佛生寺，石堤方面でわ亙盾；更に北でわ小

久米互層の上部，桑の院泥岩の下部に移化している。砂

岩わ一般に安山岩質である。石堤村方面にわ・本居の下

醐こ白色凝友岩の層があるが，蓮繍じない。赤丸村花の

尾より・五位山村奥山・小野方面でわ・・本属の最下部に

厚さ5～1Om一の暗旗色の在日合融泥岩間があって，化

石を含み・よく適腰し・小野砂岩との境を明かにしてい

る。この含礫泥端わ小野山が竹ノ矯盾の基底礫岩（従っ

て犬桑統の基底礫岩）と一よんだものらしいがポここにわ

不整合わ見られない。

　（化石）砂岩中にわ此！α型流の破片が多く，泥岩中

にわ8αg側㌍物8が多い。花屋含礫泥岩にわ乃‘吻

此αgα〃比価堕面8，j竈砺；9orαrづα圓p．，　θ3ψcψπ〃r乞88p・Cゐユα冊一ψ8，

08伽eα。万α一α奴8の破片がある。」

　　　　　　　t9　　ケ　2・　3．　2」　8・　罰□81二i＝I一

　（模式地及層厚）静代村蒲田，300m＋

　蒲田互層わ友色泥岩と中粒砂岩の互層であって，瀞代

背斜軸の中心部に露出している。砂岩わ一般に軽石をふ

くんでいる。蒲田にわ蒲田錆泉があり，調査當時にわ

117・2mの深さの井戸から出る天然ガスで鎌泉をわかし

ていた。その後1949年に凹ACの補助井として石油試

掘添7Igmの深度まで行われた結果，娼Omで淵ク俗層’

友岩，そのすぐ下から⑫舳棚妙をふくむ織色凝友岩

があらわれ・淵ケ谷層友岩より上わ】般に泥質で，ここ

でわ奥山砂岩，小野砂岩が泥がちのものに移化している

ことがわかった。淵ケ谷層友岩より下の岩相わ澤川互層

とよ之似ており花樹質砂岩が多い。

　｛化石）蒲田鑑泉附近の泥岩から工加物皿皿。洲吻‘α1肪

柵肋αΨがでた。
　　　　　　　オ　クヰ
　2・3・2・9・小竹砂岩

　（模式地犀暦厚）宮田村小竹の東南（小竹細泉跡）．
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地　　　事

　350m．十

　主としぞ曙旗色の安山岩質の中粒砂岩からなり，帽友

色の泥岩をはさんでいる。砂岩中にわ，きわめて硫黄分

にとみ鑛泉がわいているところがある6本層わ奥山砂岩

の道繧であると考えられる。

　（化石）海老坂峠の東の澤の鑛泉跡より少し下流の

瀧の露頭からわ，　幽舳8秘洲mb棚8，0帆rd棚肌日Ψ，

○舳mψ8一 b。‘理ぬ，〃。伽αo洲吻舳～α，π物α8伽ω

g0棚流らαωα揃！皿日pl，刀α！α娩8包ひがでる。

　　　　　　　　ラク　±：
　2，3．2．lO．二上砂岩

　（模式地及層厚）高岡市二上山の東北，300m＋

　二上山地域の北部でわ1本層わ主として・塊状中粒砂

岩からなり，友色泥岩をはさみ，多くの植物破片をふく

んでいる。南部でわ曙友色中粒砂岩である。小竹砂岩の

上にのり，蒲田互層の移化層と考えられる。

　2－　3－　3，　　Ili≡Ir　i己果　I－

　2・　3＿　3－　1．　　タリカラ善昌換岩

　（模式触及層厚）クリカラ村クリカラ，1O～20m．

模式触並に相窪，下市の南においてわ・鯉石質粗粒乃

至中粒の獲茨岩であるが，安繁寺においてわ，白色細粒

の擬茨岩と粗粒の擬茨岩並びに凝皮質泥岩の互層であ

る。本居わ北東にわ榊代凝友岩に適綬するもの（問が断

層で経たれている）と考えられる。北西にわ別所附近ま

で追跡されるが・それから先にわ存在しない。幅光地域

の高窪泥岩中の一舳物α｛ε〃研も叉この凝友岩と園厨準

のものと考えられる。

　2・　3・　3・　2・　輸fミ激岩

　（模式触及層厚）榊代村諌代の繭10～20m一

　静代凝族岩わ白色凝炭質泥岩との互層からなっている。

白色濠友岩の厚さわO．4～O．7肌で，凝炭質泥岩わ1～

ユ・5m・一の厚さをもっている。本凝友岩わ佛生寺附近でわ

軽石質砂岩と凝皮質泥岩の互層に翫鯵し，氷見地域の上

図凝友着に連なる。

　2，　3－　3．　3．　城一山鮫岩

　（模式地及盾厚）高岡市守1」』城1」』の山頂部，O～70㎜．

　城山箪族岩お，中粒～粗粒の白色凝友情砂岩からなり，

城山の山頂部を形成している。これわ銚休山の北東まで

追跡される狐ここで帽滅す乱その代りに本居の約

15～20m．上部に1刈・5m・の厚さのネズミ色の板状粘土

質疑友岩があらわれて1二上背斜のノ．’ズをまわって1

北側の図表寺まで追跡される。地質圖でわこの雨着を一

つとして販扱ってあ’乱城山凝友岩わ榊代凝茨岩と同居

準のものと考えられる。

　2．　3．　3．　4一　高塵…尼き昌

錐　3　號

　（膣式地及層厚）臨蟹谷村高窪，390～501n。

　高窪泥岩の模式地わ幅光地陵にあり，金澤，幅光，石

勒馳域に魔く分布する小野1」』の竹ノ橋盾のことであるが・

竹ノ橋にわ本暦が露出していない（下中砂岩）から，こ

れを高窪泥岩と改めたものである。曙光・金澤地域と同

様に大部分塊駅の嗜茨色（風化面でわ茨青色乃至灰白色〉

の凝茨質泥岩で．黎化にとぼしい。部分的に伽榊伽ωeδ

8α蝪をはさんでいるが，その砂わ普通長さ1m・以内，

厚さO．1皿内外でレンズ状に入っている。泥岩中に

肋gr物8わほとんで見出されない。叉ごの地域でわ微化

石以外にわ貝化石もほとんど見られない。下中砂岩とク

リカラ凝茨岩との間の部分を下部とし，クーリカラ凝茨岩

から頼山次郎第1趣石盾までの部分を中部とし・第1軽石

盾より上の部分を上部とする。クリカラ凝茨岩及第1鰹

石盾わ津幡地域でわ消滅するので，ここでわ．ヒ中下をわ

けることわできない。下部わ時代的にわタイフの阿尾累

層より古い部分であるが干岩牟駆董分としてわ，これを阿

尾累層に入れるべきである。上部にわ第2軽石層が第・1

趣石層の約10皿．．ヒ位にある。この爾鯉石層わ，氷見眉

群中の第3軽石層と共に糧山家郎1ユ）によって命名された

もので，小野山（19季3）わ第1から第3軽石層までを含

めて鰹石盾とよび・それを全部竹ノ橘暦に含ませ・それ

から．ヒを犬桑砂層として，竹ノ橋暦を犬桑統に含ませて

いたが，高窪泥岩と大秦砂層の境わ，第2，第3軽石層

の中間にあって・その境わ一部不整合・一部整合である。

整合の場合第2第3鯉石眉の間で雨着わ漸移する。

　2－　3．　3．　5．　砂山砂I■

　（模式馳及暦厚）南谷村砂山の西南，役場の裏，250

　～110m．

　本層わ責自色の花嵐岩酢豆粒砂よりなり，石英粒がき

わめて多く，塊状で層理わ不明瞭である。特異な岩相を

呈し，この地域の餓川層群でわ八代累層（澤川互衝の下

部）以外にわ類似する岩相わ見られない。この砂盾わ犬

窪，安樂寺，クリカラ峠の南，犬池g附近で，中部高窪

泥岩と明瞭な5～10mの互層をくりかえしているから，

中蔀高窪泥岩の移化層であ」ることわ間違い次い。この互

層部を大層亙■とよぶ。
　　　　　　　コ曲　星回
　2．　3．　3．　6．　1i事代二＝I一

　（模式馳及層厚）榊代村静代，260～400m．

　一般に本居の．ヒ部わ8αgαr伽8をふくむ茨色泥岩から

なり，中部下蔀わ茨色泥岩と趣万粒をふくむ中粒砂岩と

の互層であるg．中部下蔀わ蒲田互層の岩相と類似してい

　1．1）横山次郎（1930），石川富中縣下の第三種暦概風

地琉14巻
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富山縣及ぴ石川縣の地質學的研究

　　サ土サ
る。本履わ北部でわ佛生寺・布勢村・南部でわ頭川・境

附近で亥第に泥岩に移化し，それぞれ稻積泥岩亡氷見地

域）1谷内泥岩とよばれるものとなってい乱諦代互暦の

上部の泥岩わこれらの泥岩のつづぎである。
　　　　　　　　ヤ　　宇
　2，3．3，7．谷内泥岩
　（模式地及暦厚）石堤村谷内の東，50～250m．

　肋g〃物8を含む塊状泥岩を主とし，所々に砂をはさ

んでいる。本贋わ北部の稻積泥岩が榊代互層に移化し，

南部で再び泥岩となった部分であって・石動附近の断層

で切られているが，更に南西に高窪泥岩の中上部につづ

くものである。．
　　　　　　　　＾チ　プセ’
　2－　3．　3－　8一　維状砂．男畠

　（鱒式地及暦厚）高岡市鉢伏山の南の潔．’300～400m・

　主として凝荻質中粒乃至粗粒の砂岩からなり，泥岩を

はさんでいる。本暦中部の凝茨質砂岩わ，泥砂團塊を多

く含んでいる。上部わ一般に泥質で，城光寺泥岩とよば

れ，凝茨質で植物破片が多く；傭暦の襲達した砂岩をは

さんでいる。瀞代互層のさらに砂の多くなった部分と考

えられる。

　（化石）下部の泥岩中からム肋紬8舳皿伽8壱8，中部

．ヒ部の砂岩中からわ0ωr棚㎜o肋腕㎜，抑α痂

枷㎜o～畑品，瓦。伽α流1棚幽伽，励g秘∫榊砂型的

Z蜥伽舳仰目p．，舳｛”昌p．を震する。

　2－4一氷見層群
　　　　　　オ＾　τ
　2．4．1．穴薬毒層

　（模式地及暦厚）金澤市め南，犬桑，50～200m．

　主として化石の多く含まれている青衣色細粒砂岩より

渡るが，ところによ’）てわ，シルト又わ細礫をふくむ中

粒砂よりなる。風化面わ黄褐色となる。本暦の下部にわ

第3軽石暦年ある。この趣石層わ石動附近でわ，則m．

内外の厚さをもつ軽石質種湿凝挺岩であるが，南部でわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ”
砂がちとなって貝化石をまぢえてくる。本層わ四部の英
ケ

田附近でわ鹸州層群の牛向斜罐造をき・つて，不整合に分

布しているが，クリカラ・石動地域でわ，完全に整合に

連魑して，岩相でも明瞭な境界をひくことわでき’ない。

ただ大桑型の貝化石が産出するようになるので犬桑暦に

入ったことを知りうる。

　（化石）本暦にわ，いわゆる大桑・萬願寺化石群に属す

る化石が多く含まれており，既に多くの人々によって研

究されている。ただ金潔地域にくらべて，本地域でわ化石

わ少い。化石わ多く化石床型に密集して入っている。まな

化石わψαd〃αα㎜ξo棚α，o〃硯mψ8c08伽四幽乃。吻

砺T08αωα螂拓，o〃幽伽伽8’o蛎榊，　ハe腕価棚徽脇

棚物e興城蜥丁伽吻8α脇売物眺などである。

　2．4．2．　藪田シルト層

　（模式地及暦厚）氷見触域，籔田村籔田穂岸，O～50m．

　化石をふくむ青旗色塊状のツルト又わ細粒砂からた

り，一般に暦理にとぼしいが，石茨質の硬い板状のノデ

ュールが入っている部分でわ大鎧の構造を知りうる。基

底部にわ含礫砂衝を伴うことがある。饒川層群との闘係

わ不整合である。

　（化石）藪田シルト中でわ化石わ散在していて化一石

床型に密集していない。主な化石としてわ」卿ぬrα

α棚。舳皿，∠吻市ω皿昏居螂48，　0α〃棚m　omα蛎例，

助壱物流肌卿砒古。岳壱㎜棚e，Zo㈹棚附4o舳θα四棚α，

胴棚α卿ρ㈹物8α伽吸8｛8・8妙OO岬側皿胴肌O珊・

ω側4，珊附加伽舳舳栃ε坦幽．17期e枇αr碗α卿畑m伽α乞，

∠興和μ幽e8醐dO顯幽などがある。

　2．43一　“コ川”層　（暦厚）O～100m．

　これわ一つの岩相を示すものであって，一定の地層あ

るいわ暦準を示すものでわない。厚さも極めて不定であ

る・新潟縣の茨爪累層中の“夏川”と全く同じ茨白色乃

至淡女色石炭質砂層で，しばしば不親則なノデュールを

はさむ。叉凝結の程度を異にしているので著しく硬い部

分わ突出して板朕の暦理を示していることがあ乱氷見

附近でわこの程の岩石を“いつも”とよんでい孔江刺

床藏の’㌔・つも”層，望目勝糧の島崎盾，大塚爾之助の

氷見暦わいづれも氷見触域での藪田シルト中の“夏川”

であり，國吉村・石堤村・子漁村方面の望月の頭川層，

小野1」』の田川盾及石塀唐わ本地域内の藪田シルト，又わ

犬桑砂層中の“夏川㍗の著しく藪鐘したものである。

頭川・海老坂方面でわ・本相中に圓礫を含むところがあ

る。

　（化石）本相にわ貝，有孔虫，腕足類，う・に，騨苦虫，

石炭藻などの化石が多量にふくまれている（もっとも有

孔虫わむしろ“貢川”中よりもノーマルな柄の方が多

い）。すでに詳細な研究わ多くの人々によってなされて

いる。腕足類，鮮苔虫，石炭藻，うにの多いことわノー

マルの相との著しいちがいであるが・それらのいづれが

多いかわ場所によって異っている。貝でわノーマル相に

比べてRo物，o舳mψ8の多いことが目立つ。繍代で

わ”物α8伽皿脇e榊が多い。“夏川”相中の主な化石わ

乃6吻居伽O岳皿ωε理鴫RO吻ρ賜物8，〃螂吻一ψe580顯一

幽，o舳㎜ψ88ω榊ら。〃α㎜砂8伽伽吸幽，アe鮒也。皿r舳

卿鮎㎜肪αξ，弼〃伽〃硯丹αds肪ε理幽ε物。‘興晦λ仰体

山吸側　oo妙α・伽，月roμ皿刎流商肌　加州？舳脇・

刃。肋㎜α㈹o伽蛎岳㎜伽αb｛記48などである。

　　　　　　71’｛ラシ
　2↓4　雨晴幅石質砂層
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地　　　學

　（模式地及暦厚）太田村雨晴，40舳十

　本暦わ雨晴にのみ襲達し・ここでわ藪田シノLト暦．トに

のり，傭暦のきわめて著しい凝皮質砂と軽石粒からたっ

ている。砂のかたく凝固したものわ太田石とよばれてい

る。本風わ金澤・石動地域の第3魎石暦と闘係があるの

でわないかと考えられる二

　（｛ヒ石）　主なイビ石王にわZ孔〃砒畠伽砒わ｛舵O棚，ぴ肌50興｛伽㎜

8秘蛎。肋m邊eがある。

　2．45．咽8山細砂層
　（模式地及暦厚）氷見町朝日山，O～100m一

　主として青友色細粒乃至中粒砂からなり，風化すれば

黄褐色隼なる泥岩をはさんでいる。ところによってわ細

礫をまぢえる。

　（化石）主な一ものわO鮒d棚肌伽畠｛o蛎榊，エ㎝砒揃竹｛一

棚αω幽伽，・工㎝αVα卿伽㍍，蜥枷皿岬0四0脾㎜α｛，

M砺棚α幽　仰r幽王α　岳αdo‘四岳狛，　8妙。理。伽山脇肌

0枷mα4である。

　2，　4．　6．　　1し握砂Ii

　（鰹式糊及盾厚）宮田村言幡，20m＋一

　本居わ朝日山細砂盾に整合にのる地層で，上田子屈に

不整合におおわれて，勧橋と堀田の2ケ所に露出してい

るにすぎない。堀岡でわ一“夏川”相であるがへ凱橋で

わ小磯をふくむ中粒砂を主とし，うすいシルトをはさん

でいる。

　（化石）貝，腕足類，ウニ，騨苦虫・有孔虫など多く

の化石が・密集して産出する。この化石わ・犬膿“夏川”

のものに似ているが，多少異るものもある。主な屯のわ

幽棚舳皿砒舳舳，捌碗肌皿一制。｛，C㎞肋s‘o肌皿日p。，

0腕α㎜V8608づb幽鴫　α｝正α刎脾力舳r也妙m0興幽幽，

ル棚αj砺w8硯ρ物吻；｛8，θ伽m鉗｛岳ρ挑bψ｛，工〃α

居ψ蝸，Z0㈹伽伽吻S48，工0㌍α卯榊e畑8，〃α
疵榊δo売血。α四肋d皿，0肋牝〃α畑”6伽。皿，δ流㍑π側8〃～’o｛・

伽，此卿e加m伽，〃吻肋。舳e理姑，〃吻

’O物0e興銚，アe6吻ψ6舳畑8，弼附｛舳α舳鮎礎畑8，

蝸〃伽〃砒舳舳壼榔｛畠一‘物0榊屯霊，σ納側逓帆目p。，

γe理洲OOr肋α卿尼皿㎜肋α4，η匹流〃O居0ψα㎜α｛などであ

る。

　2．5．卯辰山長層
　2．　5．　1．　　真I■1＝I一

　（模式地及層停）字氣村氣屋の西500皿．，40m’

　南部の模式馳附近でわ主として青友色紙糧乃至中粒砂

と青色粘土の砂がち互層からなり，砂わ小磯（花樹岩，

珪岩，安山岩）を含むことが多く・煽暦がよく襲達して

いることがある。北部の八野，東野附近でわ，主として

　第　3　號

花樹岩の中礫，小磯を含む花樹岩質粗粒乃至中粒砂であ

って・下部にわ青色粘上をはさみ・最下部にわ基底礫が

ある。氣屋亙暦わ津鰯附近でわ犬桑砂層に，領家の北で

わ餓川暦群に不整合に（鮭川層群と本暦の走向わ直角に

近い）・更に北でわ廣範園にわたって基盤の片腕岩類に

直接不整合にのっている。本暦わ大秦砂層堆積後のかな

りの凹凸をもった浸蝕面に堆橿したもので一．ヒ田名，頼

戸町にわ，基盤岩が氣屋互層中に島状に頭を出してい

る。

　　　　　　＾ニ　　ウ
　2．5．2．竈生互層
　（模式地文暦厚）埴生村埴生，130～180m．

　本属わ1～2m．の基底礫層をもつ酪．砂，粘土の互暦

で，下部わ成層しているが，上部わ不規則である。小野

山わ下部を卯原山暦，上部を春日山暦としてい争が，明

瞭に厚別することわ困難である。．ヒ部わ埴生において，

厚さ2m内外の亜炭をはさんでいる。本麿わラグーンの

堆積物と考えられるもので，埴生炭坑附近からハ理侮

地舳岳，北er，ハ細，Q栃舳流，淡水貝化石がでる。本

暦わ石動町附近で犬桑砂層との境にわ1～2m．の礫があ

り，大秦砂層と共に50。以．ヒの急傾斜をしているが，東一

で急にゆるくなり，一見爾届わ不整合のように見える。

石動より南の澤でも同様の現象を観察できる。しかし上

述のように繭層の接する所でわ同程度に傾斜しており，

礫と大秦砂層の間に不整合とみとむぺきデータわないか一

ら，雨着わ整合であると考える。

2．5－3一条野宣口

　（鰻式地及暦厚）石堤村柴野，20～80m・

　暗青色の砂・シルトの薄互層からなり、“夏川”暦を

不整合にお上っている。植物破片が多い。

　2．5．4　極間互層
　（模式地及暦厚）高岡市板屋，40m．一

　上田子層に不整合におおわ札“夏川”暦を不整合に一

おおう。主立してツルト及中粒砂の薄互厨からなり，白

色のシルト中にわ植物破片がきわめて多い。

　26。股　丘　層

　2．6．1．　宰ノ素峨ji層■

　（模式地及暦厚）字ノ氣村宇氣，20岬．一

　氣屋互層の小起伏を埋めている。主とし含小磯褐色細一

粒砂からなり・煽暦が襲達してい飢本暦わ宇ノ氣以北

の丘陵縁邊に現在の海岸線とほr平行に分布し，低位慶一

五（30～40m．）と高位段丘（50～70m．）とがある。
　　　　　　古ミ　ク　　＝1

　2．6－2　上田子間
　（模式馳及暦厚）宮田村上田子南西の崖，50m・一

本暦わ饒州層群・氷見麿群の起伏を・うめている。二上」
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山に近い部分では顕暦であるが・氷鳳平野に向うにつれ

て，中粒砂と粘土との互層となる。砂暦にわ健暦の襲達

が著しい。粘土暦の最上部のものわ，ヒシの貢の化石を

多産する。これによって見れば・本履わデルタ沈積物で

あろう。大鵠100～70m．の高度をもって分布してい

る。

　（化石）ヒシの多い粘土暦からわ丁岬皿卿吻”砒r．

伽｛・α・舳卿日ル，”α1抑09・吻㎜α佃・舳睡，月伽αg一

㎜物800mm吻むがでる。

　2．6．3．塵　　　層

　．（模式地及暦厚）窪村の窪の南，30m一

　江刺生藏の窪層より．ヒ旧暦をのぞいて限定したもめで

ある。砂及礫を主とし，礫暦が襲達している。上田子暦

を不整合におおい，宮田村，窪対地域において20～50m．

の段丘を形成している。

　2．　6，　4一　一　習F繰　I一

　（模式馳及暦厚）高岡市一宮，50m一

　砂及礫よりなり，煽暦が襲蓮している。上田子暦の礫

が，大田村雨晴をへて，伏木の西方まで段丘を形成して

襲達したもので，70～1OOm．の高位段丘を形づくってい

る。段丘面わかなり開析されている。

2．6．5．伏未識層

　（模式地及暦厚）高岡市伏木矢田，30m一

　伏木礫層わ砂・粘土・酸よりなり，伏木の西方に嚢達

する。小矢部州或いわ庄川の河岸段丘で，段丘面わ20～

30m．である。青色粘士中からわ多くの植物化石がでる。

　（化石）矢田の崖の青色粘土中からわ〃蛎S伽ρo伽α，

ル・㏄W皿舳蜥舳，伽古物榊狐抽・柵畑肌，
月Oω肌Ogeω型7皿皿αOゐ壱α興壼8がでる0

　2・6・6・聖河11河握段丘

　主として含礫糧粒砂からなり，埴生，石動附近に襲鐘

して，埴生互暦，犬桑砂層をおおっている。

　3・地　質構造
　本地域わ，北を一島闘暦及窪向斜（氷早向斜）に，繭

を石勒鐵暦葡に限られていて，その間に自握竈背斜（費

建山醤斜・吉池背斜，神代背斜・二上背斜・小野向斜・

吉倉ノーズ構造・田川背斜・下中背斜・朝日畑背斜）が

襲達している。全鐙としてわ比較的緩傾斜の馳瀞であ

る。

　幸運山資料わドーム状に嚢達し，その中心部にわ基盤

の片概岩類が露出している。この背斜軸わN400］1：の方

向に延びているが・北東部でわN6ぴ〕1：に轄じ・直ちに渦

滅する。ドームの頂部及南東翼わ極めてゆるく傾斜して

いるが，北寛わ一の島翻暦に向って急傾斜している。磁

翼わ禰曲に参加していない氣屋互層におおわれているの

で，明かでないが，所々に基盤岩の露出している状況か

ら本背斜の延長を推量できる。賓連山背勢の南東に吉勉

醐が雁行している。これわ費連山ドFムの繭束翼の緩

斜部に生じた副戒的の・きわめて緩い背斜で，北西翼わ

直ちに主背斜である賓連山ドームに吸牧される。吉池背

斜の励m伽α1物にわ澤川互暦が露出してい私この背

斜わN20。～30．Eの方向から北に行く束酉に曲り，佛生

寺において消滅する。章連山ドームの南に割11㈱陸

る。これわ複背斜の南側に生じ定石動断層補にそうして

生じた榛凸型の小背斜で，軸面わ北酉に傾き一，非鎌穫で，

北西翼わ5。～1恥南東翼わ50㌧80。に傾斜する。田川

背斜と雁行㌃る下中　期8畑資料わ西南え鮒の方剛ζ

のびるが・すぐ消滅する。小野向斜及吉倉ノーズわ費睦

山背斜と田川背斜との中間ρきわめてフラットな部分に

ある。輸代背斜わ吉池背斜に雁行してその東南にあらわ

れる費連山背斜の副背斜で，北翼わ15㌧30。，南翼わ1O。

～15。で欄非封鰐である。　これも走向がN6ぴEから北

東でわ東酎こ曲って消滅する。静代背斜の東の延長或わ

これと雁行してあらわれるのが，二上書斜である。この

両者の間にわ東からつき上げた海老躯■間があり，更に

上田子盾に不整合におおわれているため，爾背斜の闘係

わ明かでない。しかし二上背斜が費連山複背斜の東北端

に出現したノーズであることわ間違ない〇　二上背斜わ

N700Eの走向をもち，東え約10。ピッチし，一兆翼の傾

斜わ20そ～5ぴ，南園わ15㌧30。である。

　窪く氷見）向斜と一，島断層わ賛連複背斜と氷見地域
　セキ『軸廿，
斜弔動山背斜とを境する。嬢向斜わ東に開いた向斜で，

西に家第にせばまり，その南翼にN7ぴWに走る一ノ島

資層があらわれる。この勘暦わ一種の携曲断層であって

賓達・トムの北露が断層に軍づき，傾斜が急になり，ほ

とんど直立す乱動層の北傾の石動山背斜地域でわ・再

びゆるくなるがその方向わ異なる。これわ費連山の

m鵬目が北に石動山背斜につき・上げたものであり・能登

牛島基部の地質構蓮上重要なものである。
　イスルキ
　石動日日議わ賓連複背斜の南をかぎっている。削…；の

べたように馳屠わこの断層帯に近づくと急に傾斜をまし・

時にわ直立する。田川背斜わこの断層幣に接して生じた

ものである。石動断暦帯わ紹曲に伴い，軸に年行ないく

つかの饒曲翻暦の生じたもののあつまりであって，それ

ぞれの断層わ岡一のヒりを示さず，東南落・西北落・西

北側の引き一つりなどを示し，西南部に行くにつれて，こ

の闘厨鞘わ消滅する。
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　4・む　す　ぴ

　この地域わ氷見地域から幅光・金澤地域え岩相の製化

する部分で，・分村ねぱならぬメンバーの敷がすこぶる多

く，各メソパーの簡箪な記載と，構造の大要（分布）に

ふれただけで豫定の紙藪を超過してしまった。これらを

基礎とする地史學的考察についてわ稿を改めてのべるこ

とにする（執筆責任者池麹・市原，1950年10月13目）。

領家帯超塩基性岩の花闇号化の一餉

吉　　　澤 甫

An亙x乱n1p1e∩f　tho　Gr乱nitiz乱tiom　of　thθ　U1伍吼ba目io　Rook　in工己yρko－Zond

lBy　Hajime　Y0欄IzAwA．

　昨年長野願下伊那郡の領家襯！一ライト研究中コート

ラyタイトの興味深い花闇号化を認めたので報告する。

　　　　　　　　I　産　　　　献

　コiトランタイト’は飯田市の東南東直距13km，中央

構造線の西側に饗立する鬼面山の西南谷ホンボラ1）に露

われる。此一葡は黒嚢母斑状花闇閃織岩から成るが，谷

の入口から3km上流に藪十mに且ってコートラyタ

イトの大小鱒石が多動散布し，附近川床申に問題の露頭

がある。

　此慶では流路に浩って約10m塊状の此超璽基岩が露

出し，之が黒雲母斑状花開閃織岩の瑳入によって種2～

3mの璽個の岩塊に切鐵されている。接鯛部では花樹閃

織岩は優白質トーナライトで代表される。超璽基岩塊の

外周には5～20cm幅の比較的粗暴軟弱な茨織色細粒優

男槻が襲達する。2〕之が下に述べる花開岩化による周懇

鶴であるb3）

　　　　　　　　皿　岩石の特徴

錐1表

　岩石の概要を亥に述べるが，含有鑛物の種類並に光學

性に就いては第一表参照。

　l．榎をなす超璽基岩

　a　コートランダイト

　角閃石，撤罐石が主鵠である。

　ポイキリチックに襲建する褐色角閃石中に溶蝕された

他形の轍摺馬時に紫蘇糧石があ乱紫蘇輝石は無色角

閃石英他に依って鹿てられるが・賦存状況からみて撤幡

石の周邊に不適績反腫的に生成したものらしい。紫蘇糧

石特に敏礪石の周醤並に褐色角閃石の周邊及莫膜内に葡

献叉は斑状に無色角閃石が交代的に嚢蓬する。スピネル

は無色角閃石申に粒状に生成する。後着が織泥化する場

合にはスピネルは織泥石中に残存する。黒婁臥ま輝

石・角閃石の間に箆成斑晶的に生成するが著しく織泥化

する。滑石は撤構石中並にその附近に斑臨状，豚状に生

成する。織泥石は絹石駄に射られるところがある。方解

石豚も亦認められる。

各相にあらわれる銭物

超　塩　基　核 周　　縁　　湘 柘簡閃線砦
（1）コートランダイト ○角閃石 ．（1）優白質ト1ナライト

○扱構石 淡鵠繰種→陽超石 ○赤褐黒雲母
α目1，689，2V＝（一）激． 腕包（。。。）子1－655一ナ1－648． γ目1，642～1・656。

Fo73F日26’ 2V＝（一）83。　（一）8r ○斜長石
○紫蘇糧石 ．無色種 An33～An側．

7昌1，692，α目1－681。 胴，（H0）；1－652， ○他に石英，隣友石，鐵銃ヂルコ

2V嘗（一）附，ρ〉＾ 2V＝（十）70．c日． ン，アルカリ長石。

En州F8加． ○淡褐黒雲母 （2）斑献花開閃線砦

○淡補角閃石 7＝1，612～1－61全 ○褐色黒雲母
冊里（11。）昌1－668． ○斜長　石 7＝1，664．

1）喬木村大島部落東南4km。本洞？

2）更に孚花開岩細豚が趨塩基岩を切断するが，之等

　両者の間には反騰帯は認められたい。

3）北周縁帯は色に於て超塩基岩と殆んど差異がない

　から見逃す恐れがある。
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